
この事業では、施設の整備段階から、市民のみなさんと行政が新しい施設の活用方法や地域の価値・課題などについてとも
に考えていく場として、小千谷リビングラボ「at！おぢや」を立ち上げ、継続的な活動を通じてオープン後の施設活用と中心
市街地の活性化につなげていくことを目指しています。

第13回では、これまでの経緯や検討、at！おぢやでの対話から取りまとめてきた施設の運営方針についての共有と、それを
踏まえた対話を通して、ともにつくり動かしていく「わたしたちの施設」として、愛着と実感の持てる愛称を参加者のみなさ
んと考えました。

まちと公共施設の未来をともに創造する

小千谷リビングラボ

第13回 「at！おぢや」
開催報告

概 要

実施日時 ： 令和 5 年 5 月 14 日（日）13 時 30 分～16 時 30 分

実施会場 ： 総合産業会館サンプラザ 3階大ホール

参加者 ： 33名
・一般参加者（25名）
・小千谷市役所職員
・アカデミック・リソース・ガイド㈱（arg） ※施設運営準備支援業務受託者

配付資料 ： ・第13回小千谷リビングラボ「at！おぢや」「まちと公共施設の未来をともに創造する」
・ワーク参照資料
・実施設計資料
・図書館等複合施設愛称募集要項
・情報環境構築業務公募型プロポーザル 実施要領
・カフェ運営事業者公募型プロポーザル 実施要領

施設づくり、まちづくりに

参加しませんか

未来の体験を想像しよう！



1. 事業についての説明：小千谷市 （13:35～13:50）

図書館等複合施設整備事業の概要と、

この事業が重視している「共創」について、

また、事業の進捗状況や現在進めている2件のプロポーザルについて共有しました。



2. リビングラボについて・オリエンテーション：arg （13:50～14:10）

小千谷リビングラボ「at！おぢや」のこれまでの振り返りや、

at！おぢやでの対話を通じてまとめてきたた施設の運営方針（案）についての共有し

それらを踏まえたうえで、今回のテーマの位置づけについて説明しました。



グループに分かれて、参加者それぞれの事業に対する意志や想いを共有しながら、

「わたしたちの施設」として愛着と実感の持てる愛称について、アイデアを出し合い検討しました。

そして、各グループの対話から、5つの愛称案が生まれました。

これらを投票によってat！おぢや案として1位～3位を決定しました。

これらについて商標登録の確認を経て、at！おぢや案1点を選定します。

3. グループ対話「「わたしたちの施設」の愛称を考えよう！」 （14:10～16:25）
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